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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗︓改善　↘︓悪化　→︓変化なし　―︓数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位︓千円、⼈）

-指標なし ーー ー- ―①② ―ー-

単位 年／
年度 数値

達成
状況 目標値設定理由

達成目標
（☆印が付いているものは主要目標）

実績 実績 推移

No. 施策分野（施策の総合的展開名）
目標

年／
年度 数値年／

年度 数値
直近３か年の状況

年／
年度 数値

課・室 コンプライアンス・⾏政経営課
実施期間 H10 〜

R7年度
実績 推移

単位
R5年度 R6年度

No. 指標名 R7年度
目標値

事業番号 03 03 03 事業改善シート（令和７年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

【政策評価】
社会課題が多様化・複雑化する中で、単なる事後評価ではなく、政策の現在地から目的地への「ナビゲーション」の役割を果たし、機動
的かつ柔軟な政策の⾒直しに資する政策評価となるようにしていく必要がある。

【公共事業評価】
限りある財源を優先度の⾼い事業に重点的に配分することで、最⼤かつ速やかに事業効果が発現できるよう、社会情勢などに適応した
客観的かつ理論的な評価を⾏い、公共事業の⼀層の効率化を図っていく必要がある。

【政策評価】
必要性、有効性、効率性、公平性及び優先性の観点から客観的な評価を⾏い、政策の企画⽴案作業における重要な情報として政
策評価結果を活用する。

【公共事業評価】
事業着⼿前から完了後までの各段階において評価を⾏い、その結果等を公表することにより、公共事業の効率化、重点化を図るととも
に、その実施過程の透明性を向上させる。

①政策評価の実施
・しあわせ信州創造プラン3.0（⻑野県総合５か年計画、計画期間︓2023〜2027年度（R5〜R9年度））の進捗状況を把握
し、成果と課題を分析するため、令和６年度までの取組実績や総合計画審議会の意⾒を踏まえ政策評価報告書を作成
・県⺠への説明責任を果たすとともに、点検結果を事業改善等へつなげるため、内部管理経費等を除く県の事業について事業改善
シートを用いた事業点検を実施

②公共事業評価の実施
・令和８年度に新たに事業着⼿しようとする箇所について、事業実施の「妥当性」と着⼿の「優先度」の視点で評価し、事業採択の判
断に活用
・継続中、完了後の箇所について評価を⾏い、必要に応じて事業の⾒直しを⾏うとともに、同種事業の実施のあり⽅に反映
・評価の客観性、公平性を確保するため、⻑野県公共事業評価監視委員会から意⾒を聴取し、評価に反映

E-mail seisaku-hyoka pref.nagano.lg.jp
事　業　名 政策評価・公共事業評価費 部局 総務部

0 1,053 0 1,053 1,053 699 2.0

2.0
R6年度 0 1,107 0 1,107 1,107 706 2.0
R5年度 0 1,181 0 1,181 1,181 1,111

R7年度

区分
予算額

決算額 職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等 合計

（予算現額） うち⼀般財源



７　主な取組実績と成果

８　成果指標の達成状況に関する要因分析

９　今後の事業の方向性

事　業　名 政策評価・公共事業評価費 部局 総務部 課・室 コンプライアンス・⾏政経営課

・⻑野県公共事業評価監視委員会を計４回開催し（うち現地調査１回を含む。）、県の評価案について審議が⾏われ、その結果と
審議上の意⾒について知事に具申がなされた。
・これを踏まえ評価結果や対応⽅針を決定し、県ホームページで公表した。
・同委員会からの意⾒を踏まえ、県⺠にとってより分かりやすい評価シートとするための改善や、公表内容の⾒直しについて検討し、令和
8年度から実施することとした。

事業番号 03 03 03

R7年度推移 ‐ 達成状況

事業改善シート（令和７年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

―

①政策評価の実施
・しあわせ信州創造プラン3.0における５の「政策の柱」とそれを構成する34の「施策」、８の「新時代創造プロジェクト」及び10の「地域
計画」について、計画２年度目となる令和６年度の取組実績と達成目標の進捗に基づき、成果や課題の分析・検証を⾏った。
・当該分析・検証結果について、わかりやすい表現・内容になるよう心掛けつつ政策評価報告書としてまとめ、全部局215事業の事業
点検結果とともに県ホームページ等で公表した。

②公共事業評価の実施

指標なし R6年度推移 ‐
ー

(1) 上記７、８及び県⺠の意⾒等を踏まえた課題
【政策評価】
・しあわせ信州創造プラン3.0の進捗管理と事業点検を通して、各部局が主体的に施策・事業の有効性を検証することにより、政策評
価結果が予算編成の議論の基盤となるよう、今後も制度や運用⽅法のブラッシュアップに取り組み続ける必要がある。

【公共事業評価】
・評価シートの分かりやすさや評価⼿法の妥当性の検証のほか、公共事業を取り巻く環境の変化や、近年の再評価対象案件の増加に
も対応するため、制度や運用⽅法の継続的な検証が必要である。

(2) 事業改善の⽅策
【政策評価】
・予算編成時の事業改善シート作成を通じて評価結果の反映状況を確認するなど、各部局の事業検討にあたって⼀層のサポートに努
める。

【公共事業評価】
・公共事業評価の⼀層の充実に向けて、公共事業評価監視委員会の意⾒も踏まえつつ、必要に応じて評価項目や⼿法の⾒直しを
進める。あわせて、同委員会における審議の効率化及び質の向上の観点から、委員会運営の改善を図る。

指標 ①②



公共事業評価

実施⽅法

⻑野県公共事業評価監視委員会を運営・開催し、県の評価案について審議を⾏
い、県に対して意⾒の具申を⾏う。令和７年11⽉に意⾒具申

委員会開催︓４回（うち現地調査１回）

直接

直接

政策評価・公共事業評価費

No.

1

部局 総務部 課・室 コンプライアンス・⾏政経営課

令和７年度実施内容（実績）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

しあわせ信州創造プラン3.0の政策評価報告書を作成するとともに、全部局・全事
業の事業改善シート（令和７年度実施分）を点検し、令和７年９⽉に公表

政策評価報告書取りまとめ１回、  事業点検実施215事業

事　業　名 政策評価・公共事業評価費
事業番号 03 03 03 細事業⼀覧（令和７年度実施事業分）

R5年度
決算額

6997061,111

千円千円千円
細事業を構成する主な取組

⻑野県総合５か年計画の政策評価

□当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

2

1

細事業
No.

R7年度
決算額

R6年度
決算額細事業名


